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１　平 成 24 年 度　工 業 用 水 道 事 業 会 計 決 算 概 況

（１）総 括 事 項

（業務の状況）

（建設及び改良工事）

平成24年度末における契約会社･工場数は 59社 81工場、1日当たりの契約

水量は 51万7,380 、年間契約水量は 1億8,884万4,900 、年間使用水量
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本市の工業用水道は、わが国初の公営工業用水道事業として昭和12年に給水
を開始して以来、重化学工業を中心とした本市の産業経済の基幹施設として発
展するとともに、京浜臨海部を中心に首都圏経済を支えてまいりました。

現在は、工業用水道の安定供給に向けて、東日本大震災を踏まえ更なる地震
対策の推進など、災害時における安定給水の確保を目指し、耐震化を考慮した
工業用水道施設の更新に取り組んでおります。

また、水需要については、産業構造の変化や省資源対策による回収水の再利
用などの影響を受け減少傾向にあり低迷していましたが、近年はほぼ横ばいで
推移しています。

一方、財政面では、行財政改革などによる経費節減を推進したことにより、
単年度資金残額が生じました。

今後も、再構築計画や施設の耐震化などに伴う建設改良事業を推進していく
ことから、累積資金の活用と工業用水道経営の健全化に取り組んでまいりま
す。

平成24年度の建設改良費の決算額は、前年度からの繰越事業費を加えて、
22億7,050万5,222円となっております。
　また、8,399万9,484円を平成25年度に繰り越しました。

主な建設改良工事として、施設再構築事業費については、給水能力の見直し
を主軸とした水源や施設形態のあり方などを適正な規模に見直す再構築計画に
基づき施設整備を行うもので、生田浄水場受変電・自家発電設備設置工事など
を施行しました。決算額は16億19万6,738円となっております。

その他の建設改良費については、送・配水管の布設及び更新、浄水場など諸
施設の改良工事を施行しました。

は 1億4,570万6,471 です。

また、水道料金収入は税抜きで 69億5,934万7,142円です。



２　平成24年度 工業用水道事業会計決算総括表

（１）予算執行状況
ア　収入（税込額）

 （単位　円）

イ　支出（税込額）
（単位　円）

（２）収益的収支・資本的収支
ア　収益的収支（税込額）

（単位　円）

円

イ　資本的収支（税込額）
（単位　円）

（３）資金過不足額
ア　平成24年度単年度資金過不足額

（単位　円）

＜補てん財源等の内訳＞
・

・

　資本的収入額が資本的支出額に不足する額 1,580,148,676円は、当年度分消費税
及び地方消費税資本的収支調整額 105,256,412円、減債積立金 644,107,425円
及び過年度分損益勘定留保資金 830,784,839円で補てんした。

△ 1,580,148,676

科　目

当年度分消費税及び地方

2,915,271,709

当 年 度 純 利 益（ Ａ）

資本的収支差額（Ｂ）

資本的支出

2,915,271,709

収支差引

区 分

6,800,558,004

資本的収支

区 分 収　　入

収益的収支 7,633,010,382

収　　入

収益的収支差額（税抜額）　＝　当年度純利益

支　　出

合　計

収益的支出

9,715,829,713

3,324,888,668

7,126,031,000 6,800,558,004

10,450,919,668

1,615,250,000 1,335,123,033

98.1%

101.4%

合　計

△ 280,126,967 82.7%

増　△　減 執行率

9,143,790,000 8,968,133,415

104,470,382

科　目 予　　算　　額

収益的収入 7,528,540,000 7,633,010,382

決　　算　　額

726,806,368

備 考

△ 1,580,148,676

区 分

△ 175,656,585

支　　出 収支差引

1,120,210,121
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補 て ん 財 源 等（ Ｃ）
263,400,717

105,256,412

増　△　減

金　　　額

△ 325,472,996

予　　算　　額

832,452,378

△ 409,616,959 87.7%

△ 735,089,955 93.0%

固定資産除却費

372,124,225
単 年 度 資 金 残 額
( Ａ ) ＋ ( Ｂ ) ＋ ( Ｃ )

当年度分損益勘定留保資金

856,809,404
1,225,466,533

決　　算　　額

減価償却費

726,806,368

95.4%

執行率

資本的収入

1,335,123,033

消費税資本的収支調整額



イ　累積資金過不足額
（単位　円）

（４）経営成績（税抜額）
（単位　円）

（５）財政健全化法における資金不足比率の状況

営 業 外 費 用

金 額

資 金 不 足 比 率

営 業 外 収 益

-                           

726,806,368 -                           

-                           

6,349,435,189

金 額

当 年 度 純 損 失

営 業 費 用

20%

利 益 剰 余 金

総 費 用

利 益 剰 余 金
717,006,644

会 計 名

当 年 度 純 利 益

営 業 収 益

208,113,365

経 営 健 全 化 基 準

7,334,503,029

総 収 益

前 年 度 繰 越

当 年 度 未 処 理
欠 損 金
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工業用水道事業会計
—

（資金不足となっていない）

平 成 24 年 度
単 年 度 資 金 残 額

※資金不足比率は現段階での速報値である。

1,443,813,012
欠 損 金

前 年 度 繰 越

当 年 度 未 処 分

6,557,548,554

平 成 24 年 度 末
資 金 残 額

科 目

平 成 23 年 度 末
資 金 残 額

124,688,728

372,124,225

7,284,354,922

特 別 損 失 特 別 利 益

6,985,169,300

174,496,8940

科 目

6,962,378,804



３　業務の状況

( )

( ％ )

( ％ )

( ％ )

( ％ )

( ％ )

( ％ )

( ％ )

( ％ )

( ％ )

項 目

0社△1工場

296,206

20,300

（ /日）

年 間 使 用 水 量 (  )

平 成 23 年 度

（9/11）

46,198

191,051,225

460,700

△ 0.0

191,304,139

440,400

△ 0.1

△ 439,710

（9/15）

年 間 配 水 量 (  )

4.6

0.1

6,960,331,485

△ 252,914

138,800
147,467,600

145,706,471 146,146,181
△ 0.3

△ 984,343

46,218
△ 20

6,959,347,142
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配 水 管 の 延 長 (ｍ)

（税抜額）
水 道 料 金 収 入 (円)

△ 0.0

△ 40

△ 0.3

△ 549,120

平 成 24 年 度
年 度

年度末契約会社・工場数 59社81工場

189,394,020

増 △ 減 （ ％ ）

188,844,900

1,910,119

(  )

年度末１日当たり契約水量

（ /日）

１ 日 最 大 配 水 量

年 間 超 過 水 量

調 定 水 量

2,206,325(  )

147,606,400

517,380

年 間 契 約 水 量 (  )

0.0％、△1.2％
59社82工場

15.5

△ 0.0

517,420


